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事業の新設・改善に必須の
”事業実装⼒”を学ぼう︕

テーマ

１．事業実装⼒を学ぼう︕ 講師 岡本 玲⼦
１）エビデンスに基づいて事業を新設/改善する⼒
２）事業実装の展開過程とポイント

２．ミニレクチャー︓エビデンス⼊⾨ 講師 宮本 圭⼦
１）エビデンスとは︖
２）先進優良事例の探し⽅

プログラム



1．事業実装力を学ぼう！

エビデンスに基づいて
事業を新設/改善する⼒



事業実装⼒って︖ 定義＆⾼めたい理由
【事業実装⼒】 ⽇々の公衆衛⽣活動の場に、ポピュレーションの健康課題を解決するエビデンスに基づく事業を導⼊する⼒量

【⾼めたい理由】



ポピュレーションの健康課題を解決するために

エビデンスに基づく事業を導入

①事業新設/改善
の必要性明確化

④先進優良事例の
エビデンス確認

②関係者間で必要
性共有/始動

③先進優良事例を
選択

⑤採用決定/適用
準備

⑥実施の成功可能
性を向上

⑦実施後の成果
評価

■ポピュレーションの健康課題を解決するために①事業の新設/改善の必要性を明確化し、②関係者間で共有し導⼊に向けて始動
■エビデンスに基づく事業を導⼊するために、③先進優良事例を選択し、④そのエビデンスを確認
■⑤採用する先進優良事例を決定し適用に向けて準備し、⑥実施の成功可能性を向上させる
■⑦実施後の成果を評価し、健康課題解決への寄与を確認

事業実装の展開過程
（事業の新設・改善のための先進優良事例の横展開のプロセス）



※CFIR(実装研究統合枠組み) をもとに日本の保健事業用にカスタマイズした事業実装点検シート
IDAS (Okamoto,et.al.2022 DOI: 10.1186/s43058-022-00270-w ) の5つのカテゴリをCFIRの図に掲載
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Ⅱ外的要因

Ⅴプロセス

外的インセンティブや先進優良事例、共同の
可能性など外部の状況を把握し活かす⼒量

自組織の文化や風土の影響を考慮し、目標
を設定･確認し、事業の導⼊を推進する⼒量

自⼰効⼒感や職業アイデンティティを持つ、段
階的にスキル習得を図るなどの個⼈の⼒量

事業のエビデンスや利点、⼿順、現場への適
用可能性、経費などを確認・調整する⼒量

関係者と協働し、事業を計画・実施・振り返
り・評価する⼒量（個⼈レベル・組織レベル）

【CFIRの図の出典】内富庸介（監修）、梶有貴、島津太一（監訳）、『ひと目でわかる実装科学：がん対策実践家
のためのガイド』、保健医療福祉における普及と実装科学研究会、2021 [ISBN: 978-4-9911886-1-9]

https://www.radish-japan.org/resource/isaag/index.html

事業実装⼒って、どんな⼒量が求められるの︖

https://www.radish-japan.org/resource/isaag/index.html


先進優良事例の横展開は、事業実装︕



3回コース,ぜひ
ご受講ください

https://www.phn-waza.com/content2-3/

https://www.phn-waza.com/content2-3/


1．事業実装力を学ぼう！

事業実装の展開過程とポイント



ポピュレーションの健康課題を解決するために

エビデンスに基づく事業を導入

①事業新設/改善
の必要性明確化

④先進優良事例の
エビデンス確認

②関係者間で必要
性共有/始動

③先進優良事例を
選択

⑤採用決定/適用
準備

⑥実施の成功可能
性を向上

⑦実施後の成果
評価

■ポピュレーションの健康課題を解決するために①事業の新設/改善の必要性を明確化し、②関係者間で共有し導⼊に向けて始動
■エビデンスに基づく事業を導⼊するために、③先進優良事例を選択し、④そのエビデンスを確認
■⑤採用する先進優良事例を決定し適用に向けて準備し、⑥実施の成功可能性を向上させる
■⑦実施後の成果を評価し、健康課題解決への寄与を確認

事業実装の展開過程
（事業の新設・改善のための先進優良事例の横展開のプロセス）



https://www.youtube.com/watch?v=RbWWfH-o_Jw

https://www.youtube.com/watch?v=RbWWfH-o_Jw


11

事業実装点検シート IDAS
（事業実装力の測定用具、Implementation Degree 
Assessment Sheet for Health Program in Japan by 
Customizing CFIR、 10.1186/s43058-022-00270-w ）
https://www.phn-waza.com/content2-2/ 入力シートDL可

https://www.phn-waza.com/content2-2/
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タイプ3タイプ2タイプ1分類
状況に応じた実装と普及の方法
・どのように進めるのか？
・成り立つ展開 [=成解] を見せる

介入の有効性
・効果は確かか？
・成果を見せる

課題と優先度
・何をすべきか？
・必要性を見せる

エビデンス
タイプの特徴

左記に加え
・視察(観察､参加､ヒアリング等)
による最新知見や実態の把握､及び現
場の文脈に依存した当面成立可能な
根拠や選択肢の把握

・システマティックレビュー
・1つ以上の科学論文
・事業評価、政策評価
・ガイドライン

・サーベイランスデータ(人口
動態含む)
・質的データ：地域住⺠､その
他の関係者
・メディア当から取るデータ

主なエビデン
ス収集方法

⾼〜低⾼⾼〜中
求められる
エビデンス
レベル

当該地域/場と時代/時期の実態に応
じた転用可能性､開放/リカバリー/エ
ンパワメント/強化の可能性

エビデンスレベルエビデンスレベルエビデンスの
評価指標

５．介入方法の選択肢作成と優先順
位付け

６．事業・政策の計画立案と実施
７．事業・政策の評価

３．問題の定式化
４．学術文献の検索とシステマ

ティックレビューの活用

１．コミュニティアセスメン
トの実施

２．課題に関する当初見解提
示

エビデンスに
基づく
公衆衛生の
7段階との関連
「出典】Ross C. Bronwnson, Elizabeth A. Baker, Anjali D. Deshpande, et al. (2017):Evidence-Based Public Health Third Edition, Oxford Univ Pr,3
Brownson, R. C., Shelton, R. C., Geng, E. H., & Glasgow, R. E. (2022). Revisiting concepts of evidence in implementation science. Implementation Science (Vol. 17, Issue 1) を岡本玲子先生が改変したもの(2022年）. 





















厚生労働省HPより得られたサイト
• 健康づくり支援担当者のための総合情報サイト（事例集あり）
https://e-kennet.mhlw.go.jp/

• 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援情報ポータル
（事例集あり）

https://www.mhlw-houkatsucare-ikou.jp/

• 統合医療にかかる情報発信等推進事業
（コクランレビューサマリーあり）

https://www.ejim.ncgg.go.jp/pro/index.html

https://e-kennet.mhlw.go.jp/
https://www.mhlw-houkatsucare-ikou.jp/
https://www.ejim.ncgg.go.jp/pro/index.html







